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アジア・欧米間、アジアアジア・欧米間、アジア

域内での情報流通の偏在域内での情報流通の偏在

経済ポテンシャルの高さ経済ポテンシャルの高さ

（経済成長率、市場規模の大きさ）

社会・文化の多様性社会・文化の多様性

ＩＴの国境を越えた拡がりとＩＴの国境を越えた拡がりと

ＩＴ拠点としてのアジアの発展ＩＴ拠点としてのアジアの発展

ＩＴ先端国家としての日本ＩＴ先端国家としての日本

（キャッチアップからフロントランナーへ）

アジア域内経済連携の進展とアジア域内経済連携の進展と

日本への期待日本への期待

■■アアジアの特徴・問題点ジアの特徴・問題点 ■■環境の変化環境の変化

日本のイニシアティブに

よるアジアワイドの

ＩＴ社会構築への

戦略的取り組み

アジアを世界の”情報ハブ”へ

• アジア発の国際標準

• アジア発のＩＴ活用モデル

等

アジアを中心とするＩＴ国際戦略の必要性
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基本方針とＩＴ国際政策の推進体制の整備

ee--JapanJapan重点計画における重点化重点計画における重点化

重点分野・対象国等の重点分野・対象国等の
具体的目標、達成期間を、具体的目標、達成期間を、
ＩＴ戦略本部のＩＴ戦略本部のee--JapanJapan重点重点
計画に定める計画に定める

ＰＤＣＡサイクルの確立ＰＤＣＡサイクルの確立

評価専門調査会に

よる進捗状況の評価

ＩＴ戦略本部への報告

重点計画を踏まえた推進重点計画を踏まえた推進

重点分野・対象国での
迅速な協力案件形成

府省間の連携、

実施機関との連携の促進

基本方針基本方針 ＩＴ国際政策推進体制ＩＴ国際政策推進体制

①①対象分野・対象国の重点化対象分野・対象国の重点化

②②ＩＴ先進国との二国間協力の強化ＩＴ先進国との二国間協力の強化

③③多国間協力の一層の推進多国間協力の一層の推進

④④民間との協力民間との協力

（ＩＴ人材育成、ＩＴ基盤整備等）

（次世代移動通信の標準化等）

（e-Passport、多言語翻訳等）

（ODA、公的資金、輸出信用の活用を
通じた協力等）
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具体的方策

n 重点プロジェクトの選定と推進
①アジアのＩＴ共通基盤の形成 （人材育成、ネットワーク整備等）

②多国間・二国間協力による重点プロジェクト （e-Passportの推進等）

n ＯＤＡの制度及び運用の改善
①政策対話の重視

②要請から実施までの期間短縮
n 無償資金協力等において本年度中に標準処理期間の導入

n 緊急性・迅速性の高い案件の随時受け付け

③運用基準の明確化・透明化
n ハードウェア・ソフトウェアの一括発注の基準の明確化 他

n 経済連携協定/自由貿易協定等との調和
n ＩＴ分野を協力分野の主要な柱の一つとして位置づける

n アジア共通の「e-Asia戦略」
n アジア各国のＩＴ戦略を踏まえた、アジア共通のＩＴ戦略の検討
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